
　
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」、
１
年
前
に
は
聞
き

慣
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
言
葉
に
翻
弄
さ

れ
た
２
０
２
０
年
が
終
わ
り
、
新
し
い
年

を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ
の
稿
を
ご

覧
に
な
っ
て
い
る
ひ
と
月
後
が
ど
の
よ
う

な
状
況
か
も
全
く
予
想
が
で
き
な
い
、
そ

ん
な
先
が
見
通
せ
な
い
時
代
を
我
々
は
今

生
き
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
す
で
に
６
０

０
０
万
を
超
え
る
感
染
者
が
世
界
で
報
告

さ
れ
る
状
況
を
誰
が
予
測
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。
唯
一
の
救
い
は
、
人
口
１
０
０
万
人

当
た
り
の
死
者
数
が
、
日
本
は
15
・
８
人

と
米
英
仏
伊
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
約
８
０
０

人
に
対
し
50
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
日
本
だ
け
が
収
ま
っ

て
も
経
済
は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
本
格
化
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
様
々
な
格
差
を
乗
り
越
え
、

ど
の
よ
う
に
世
界
の
人
々
に
行
き
渡
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
さ
に
人
類
の

叡
智
が
試
さ
れ
る
１
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

大
学
は
、
遠
隔
授
業
で
の
対
応
や
感
染

対
策
を
施
し
た
実
験
・
製
図
・
ゼ
ミ
科
目

の
対
面
授
業
の
実
施
な
ど
、
状
況
を
判
断

し
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
で
の
個
別
対

応
が
可
能
な
遠
隔
授
業
で
は
、
同
調
圧
力

を
気
に
せ
ず
質
問
が
し
易
く
な
り
、
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
課
題
を
個
別
に
提
示
で
き
る

な
ど
、
意
欲
の
高
い
学
生
に
と
っ
て
は
対

面
授
業
以
上
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
点
も
踏
ま
え
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
ど
の

よ
う
な
教
育
体
制
を
構
築
す
る
の
か
、
教

育
効
果
の
把
握
も
含
め
、
そ
れ
が
本
学
に

と
っ
て
の
今
年
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
大
学
は
２
０
３
０
年

に
向
け
た
新
た
な
中
長
期
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。
昨
年
度
本
学
は
設
立
以
来

の
建
学
の
精
神
を
改
訂
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
も
再
確
認
さ
れ
た
実
工
学
の
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
変
化
が
加
速
す
る
未
来
に
向

け
て
教
育
の
中
身
は
不
断
に
改
革
し
て
い

く
。「
実
工
学
新
時
代
」
―
変
わ
る
教
育
、

変
わ
ら
な
い
理
念
、
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は

そ
の
姿
勢
を
表
し
た
も
の
で
す
。
専
門
力

を
社
会
に
活
か
す
経
験
を
通
し
て
学
生
を

成
長
さ
せ
る
、そ
の
た
め
の
活
動
拠
点
「
人

と
暮
ら
し
の
支
援
工
学
セ
ン
タ
ー
」
も
昨

年
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
中
長
期
計
画
の
成

否
は
、
教
職
員
全
員
が
そ
の
理
念
を
共
有

し
、
自
分
ゴ
ト
と
し
て
取
り
組
め
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
改

め
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 学 長

成田 健一

学
生
の
成
長
を
全
力
で
支
援

　

２
０
２
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は

良
い
年
に
し
た
い
。
そ
う
願
う
人
が
、
い

つ
も
に
も
ま
し
て
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、世
界
の
思
い
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
一
色
で
、
混
乱
と
戸
惑

い
と
困
難
の
１
年
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
開

発
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
日
々
の

活
動
は
「
正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
皆
さ
ま
の
こ
の
１
年
が
よ
き
も
の

と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

工
学
を
、
理
論
と
と
も
に
実
践
的
に
習

得
す
る
こ
と
を
理
念
と
す
る
日
本
工
業
大

学
に
と
り
、
登
校
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と

は
厳
し
い
事
態
で
す
。
教
職
員
は
工
夫
を

凝
ら
し
、
教
育
の
質
を
確
か
な
も
の
と
す

る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

じ
め
新
た
な
学
び
方
か
ら
、
様
々
な
発
見

が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ま
さ
に
模
索
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

年
で
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
生

き
残
り
を
か
け
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
前
提
と
し
た
新
商
品
と
新
た
な

販
売
方
法
が
次
々
と
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
々
の
巣
籠
生
活
の
中
で
の
変
容

の
一
つ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

ラ
ジ
オ
を
聴
く
若
者
が
増
え
て
き
た
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
模
索
に
、
か
た
ち
あ
る
も
の

を
提
示
、
提
供
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
の

が
、
工
学
で
す
。

　

日
本
工
業
大
学
で
は
、
工
学
の
力
を
社

会
に
活
か
す
接
点
と
な
る
「
人
と
暮
ら
し

の
支
援
工
学
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
世
界
中
の
国
々
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
視
点
が
あ
り
ま
す
。
世
界
各

地
で
頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害
の
一
因

と
の
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化

の
問
題
も
、
地
域
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
課
題
も
視
野
に
入
れ
、「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い

る
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。

　

見
え
づ
ら
か
っ
た
り
後
回
し
に
さ
れ
て

き
た
社
会
課
題
を
、
地
球
規
模
で
、
ま
た

地
域
社
会
に
お
い
て
顕
在
化
さ
せ
た
の
が

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
こ
う

し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
工
学
は
「
人
と
暮

ら
し
」
と
い
う
視
点
の
下
、
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
貢
献
は
一
地
域
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
に
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。
日
本
工
業
大
学
に
学
ぶ
皆
さ
ん

の
活
躍
に
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

理事長
柳澤 章

模
索
の
時
代
に
、工
学
の
力
を
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城
南
信
用
金
庫
と

連
携
協
定
締
結

　

本
学
は
10
月
22
日
、
城
南
信
用
金
庫
本
店
に
お
い
て

「
よ
い
仕
事
お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会
」（
事
務

局
長
＝
城
南
信
用
金
庫
川
本
恭
治
理
事
長
）
と
の
包
括
連

携
協
定
締
結
式
を
行
っ
た
。

　

締
結
式
に
は
、
城
南
信
用
金
庫
か
ら
川
本
理
事
長
、
下

谷
副
理
事
長
、
本
学
か
ら
成
田
学
長
、
小
田
技
術
経
営
研

究
科
長
が
出
席
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
マ
ス
コ

ミ
各
社
か
ら
の
質
問
が
飛
び
交
う
等
、
中
小
企
業
支
援
を

実
践
す
る
両
者
の
連
携
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
が
覗
え
る

会
合
と
な
っ
た
。

　

同
信
用
金
庫
と
は
既
に
「
産
学
金
連
携
協
力
」
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
し
て
お
り
、
今
回
の
協
定
締
結
は
こ
れ

に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
「
よ
い
仕
事
お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
、
全
国
１

１
４
の
信
用
金
庫
を
中
心
に
、
自
治
体
、
大
学
、
マ
ス
コ

ミ
等
が
加
入
し
て
い
る
。
本
学
が
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
信
用
金
庫
が
持
つ
７

４
０
０
店
舗
及
び
自
治
体
等
を
介
し
て
、
経
営
者
等
の
人

材
育
成
、
技
術
相
談
な
ど
で
全
国
の
中
堅
・
中
小
企
業
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
同
信
用
金
庫
は
我
が
国
を
代
表
す
る
産
業
集
積

地
で
あ
る
大
田
区
、
品
川
区
等
の
中
堅
・
中
小
企
業
を
主

た
る
取
引
先
と
し
て
い
る
。
本
研
究
科
で
は
、
か
か
る
産

業
集
積
地
の
中
か
ら
授
業
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
企

業
、
中
小
企
業
診
断
士
登
録
養
成
課
程
の
実
習
に
お
け
る

受
診
企
業
の
紹
介
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

入試種別 日　　　　程

一般選抜入試

一般選抜入試Ａ 一般選抜入試Ｂ
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2/ 1（月）本学・東京
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出願期間 2/ 6（土）〜2/17（水）
試験日と試験会場 2/23（火）　本学・東京
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共通テスト利用入試Ａ 共通テスト利用入試Ｂ 共通テスト利用入試Ｃ

出願期間 1/ 8（金）〜2/ 4（木） 2/ 6（土）〜2/19（金） 2/22（月）〜3/11（木）

3月入試
出願期間 3/ 1（月）〜3/11（木）
試験日と試験会場 3/13（土）　本学

総合型選抜入試

第3期
出願期間 2/15（月）〜3/ 1（月）
1次審査結果通知 3/ 8（月）
2次審査日と試験会場 3/13（土）　本学

締結式に出席した成田学長（右から2人目）と小田研究科長（右）
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建
築
学
部
建
築
学
科
建
築
コ
ー
ス
３
年　

淵
上　

晃
介

（
千
葉
県
立
市
川
工
業
高
等
学
校
出
身
）

皆
様
と
歩
む
学
生
自
治
会

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
発
足

コ
ロ
ナ
禍
の
授
業

求
め
ら
れ
る
変
化

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長　

就
任
挨
拶

20
年
間
の
環
境
活
動
実
績
を
ベ
ー
ス
に

本
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
支
援
・
推
進

し
い
環
境
に
慣
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
中
央
執
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
活

動
し
て
い
く
中
で
学
び
、
成
長
し
、
中
央

執
行
委
員
会
委
員
長
に
就
任
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
学
生
自
治
会
の
代
表
と

し
て
皆
様
の
学
生
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
た
め
、
学
生
自
治
会
を
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
為
に
は
皆

様
の
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
私
た
ち
中
央
執
行
委
員
会
が

よ
り
良
い
学
生
自
治
会
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
工
業
大
学

と
学
生
自
治
会
の
よ
り
一
層
の
繁
栄
を
祈

念
し
、
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
の
就
任

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
度
第
53
期
中
央
執
行
委
員
会
委
員

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
淵
上
晃
介
と

申
し
ま
す
。
学
生
自
治
会
は
今
年
で
53
期

目
と
な
り
、
先
代
方
が
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
学
生
自
治
会
の
代
表
と
い
う
、

名
誉
あ
る
役
職
に
就
く
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

私
が
本
学
に
入
学
し
て
か
ら
早
３
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
入
学
当
初
は
新

　

製
造
業
の
課
題
の
一
つ
に

熟
練
技
術
・
技
能
の
後
継
者

不
足
が
あ
る
。
こ
の
課
題
に

対
し
て
Ｉ
Ｔ
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
な
が
ら
後
継
者

の
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
。
卓
越
熟
練
技
術

を
形
式
知
化
し
Ｉ
Ｔ
技
術
を

導
入
す
る
こ
と
で
こ
の
技
術

を
置
換
で
き
る
の
か
？
そ
の

現
状
と
可
能
性
を
探
る
機
会

と
し
て
最
近
自
動
車
会
社
の

若
手
生
産
技
術
開
発
者
達
と

意
見
交
換
の
場
を
も
っ
た
。

　

現
在
Ａ
Ｉ
は“
品
質
検
査

を
画
像
認
識
と
Ａ
Ｉ
で
行

う
”“
金
型
の
要
所
条
件
を
監

視
し
製
造
条
件
に
反
映
す

る
”な
ど
個
々
の
監
視
・
解
析

か
ら“
車
１
台
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
解
析
し
複
合
品
質
の
見

え
る
化
で
次
期
商
品
開
発
に

活
か
す
”
な
ど
の
解
析
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。ま
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
流
動
・
凝
固
の
Ｃ
Ａ

Ｅ
解
析
で
製
造
方
案
の
決

定
、塗
装
作
業
の
微
粒
化
・
飛

行
・
塗
着
の
流
動
解
析
の
可

視
化
な
ど
、こ
れ
ま
で
経
験

と
理
論
に
頼
っ
て
い
た
再
現

技
術
の
可
視
化
を
可
能
に
し

問
題
解
決
力
の
底
上
げ
と
手

の
内
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
卓
越
技
術
の

自
動
化
が
で
き
な
い
事
も
あ

る
。
精
密
鍛
造
部
品
の
金
型

で
は
表
面
に
研
磨
加
工
と
手

仕
上
げ
を
し
て
い
る
。
こ
れ

に
新
し
い
研
磨
法（
企
業
秘

密
）を
導
入
し
、金
型
の
仕
上

げ
面
の
向
上
と
手
仕
上
げ
の

廃
止
で
製
作
時
間
の
短
縮
を

試
み
た
。
新
研
磨
法
で
目
標

の
Ｒ
ｙ（
表
面
粗
さ
）が
達
成

で
き
る
製
造
管
理
条
件
は
開

発
で
き
た
。
し
か
し
鋼
材
の

結
晶
粒
の
大
き
さ
、結
晶
粒

界
に
集
ま
る
微
量
元
素
の
偏

析
な
ど
で
鋼
材
の
採
取
部
位

に
よ
っ
て
材
質
が
ば
ら
つ
く

こ
と
が
解
り
、完
全
自
動
機

械
化
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
手
仕
上
げ
で
は“
鋼
材

技
術
革
新
と
卓
越
熟
練
技
術

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

髙
篠　

昭
夫

側
の
材
質
バ
ラ
ツ
キ
を
感
覚

的
に
感
じ
取
り
鋼
材
の
状
態

に
合
わ
せ
な
が
ら
面
粗
度
を

作
り
出
す
”と
い
う
熟
練
技

術
の
あ
る
こ
と
が
開
発
の
プ

ロ
セ
ス
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

鋼
材
の
材
質
状
態
を
考
慮
し

た
研
磨
条
件
の
設
定
は
時
間

と
お
金
を
掛
け
れ
ば
可
能
だ

が
、生
産
数
や
製
作
時
間
な

ど
の
投
資
対
効
果
の
経
済
性

評
価
で
手
仕
上
げ
に
対
し
て

機
械
化
の
優
位
性
が
出
せ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

熟
練
技
術
・
技
能
は
そ
の

プ
ロ
セ
ス
が
解
析
さ
れ
る
過

程
で
形
式
知
化
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
先
の
事
例

の
よ
う
に
例
え
ば
１
０
０
％

完
全
機
械
化
す
る
場
合
の
投

資
・
コ
ス
ト
と
一
部
手
仕
上
げ

を
残
す
場
合
を
比
べ
る
と
、生

産
数
の
多
少
か
ら
く
る
費
用

（
投
資
）対
効
果（
コ
ス
ト
）の

経
済
合
理
性
の
判
断
も
重
要

に
な
る
。「
ど
こ
ま
で
熟
練
技

術
・
技
能
を
自
動
化
す
べ
き

か
」「
ど
こ
か
ら
熟
練
技
術
・
技

能
と
し
て
残
す
の
が
良
い
か
」

に
つ
い
て
、技
術
の
難
易
度
、

経
済
合
理
性
な
ど
の
観
点
か

ら
の
判
断
が
必
須
で
あ
り
、

卓
越
・
熟
練
技
術
の
後
継
者
育

成
が
中
小
企
業
の
強
み
と
生

き
残
り
に
対
し
て
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

オンライン若杉祭開催報告

　昨年は本学の大学祭「若杉祭」の通常
開催が見送られ11月14日に「オンライ
ン若杉祭」として開催された。事前収録
された各イベント動画が特設サイトを通
じて期間限定で配信された。
　シンガーソングライターの幾田りらさ
んによる限定ワンマンLIVEが10月25日
に宮代キャンパスで収録され、幾田さん
は計7曲を熱唱した。LIVE収録前には本
学大学祭実行委員会の矢口瑛久さんと島
津隼人さんが、幾田さんを学内各所へ案
内しながら、曲作りに対する想いなどに
ついて話を聞いた。配信は11月14日
16：00開始、11月15日00：00から17
日23：59までアーカイブ配信が行われ
た。
　人気声優ユニットi☆Risのメンバーと
して活躍中の山北早紀さん、若井友希さ
ん、澁谷梓希さんが出演するトーク
ショーが10月31日に5号館の教室で収
録された。3人は自己紹介を行ったあと、
8年目を迎えたi☆Risへの想いを語り、

事前に募集した学生からの質問に回答。
最後にサイン色紙やCDが当たる抽選会
も行われた。配信は11月14日19：00開
始、同日23：59までアーカイブ配信が
行われた。
　本学の学生や教職員による作品を展示
する「秀麗展」もオンラインで開催。通
常開催同様に写真や絵画作品のほか、動
画作品も募集。あわせて22作品の応募
があり、特設サイトにて展示された。応
募作品から、学長賞をはじめとする各賞
が8作品選出された。
　コロナ禍、大学祭開催を巡っては全国
の大学が可能性を模索し、開催見送りと
した大学も少なくない。本学においても
オンライン開催は初の試みであり、企画
から実施まで手探り状態で進められた。
学生と大学が一体となって協力し、一つ
のイベントとしてつくり上げ、学内外の
多くの方に楽しんでいただけたことは大
きな成果であり、双方にとって貴重な経
験となった。

ライブ動画、トークショー、作品展を配信

LCセンター前でライブを行う幾田さん

学生が幾田さんにキャンパス内を紹介

特設サイトのタイトル

オンライン秀麗展 学長賞受賞作品

不要な家具を新入生に提供する取組

i☆Risメンバー（山北さん、若井さん、澁谷さん）

i☆Risのサイン色紙やCDを抽選でプレゼント
　

近
年
、
各
種
メ
デ
ィ
ア

に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ

ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。S

ustainable 
D

evelop
m

ent G
oals

の
略
語
で
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
を
意
味

す
る
。
人
間
、
社

会
、
地
球
環
境
の

持
続
可
能
な
発
展

に
よ
っ
て
、
よ
り

よ
い
世
界
の
実
現

を
目
指
す
国
際
目

標
と
し
て
、
２
０

１
５
年
の
国
連
持

続
可
能
な
開
発
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
も
の
で
あ

る
。
17
の
ゴ
ー
ル

と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ

れ
、「
地
球
上
の
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
こ
と
」
の
実
現

を
誓
い
、
２
０
３
０
年
の
目

標
達
成
に
向
け
、
各
企
業
や

団
体
等
が
積
極
的
に
発
信
・

行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

本
学
に
お
い
て
も
昨
年
10

月
１
日
、
学
長
直
下
の
組
織

と
し
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員

会
」
が
発
足
し
た
。
こ
れ
ま

で
20
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組

ん
で
来
た
環
境
保
全
活
動

（
Ｎ
Ｉ
Ｔ-

Ｅ
Ｍ
Ｓ
＝
日
本

工
業
大
学
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
一
つ
の
要
素
と
捉

　

未
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

本
学
教
員
は
、
遠
隔
授
業
、

対
面
授
業
を
問
わ
ず
従
来
と

同
等
の
教
育
成
果
を
達
成
で

き
る
よ
う
日
々
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
い
る
。
今
回
は
機
械

工
学
科
の
瀧
澤
英
男
教
授
の

取
組
み
を
紹
介
す
る
。

え
、
よ
り
範
囲
が
広
い
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
各
ゴ
ー
ル
の
達
成
に

向
け
た
学
部
・
学
科
の
諸
活

動
に
対
す
る
支
援
を
行
う
一

方
で
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

■
講
義
科
目

　

教
室
に
多
数
の
学
生
が
集

う
従
来
の
授
業
で
は
板
書
が

中
心
で
あ
っ
た
（
写
真
１
）。

遠
隔
授
業
に
お
い
て
は
、
同

じ
内
容
を
ノ
ー
ト
に
書
く
様

子
を
動
画
で
配
信
す
る
方
式

で
対
応
（
写
真
２
）。
動
画

は
時
間
割
と
同
時
刻
に
配
信

情
報
発
信
や
近
隣
地
域
を
巻

き
込
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

の
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
、

学
生
が
企
画
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

関
連
活
動
を
支
援
、
推
進
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
委
員

会
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い

る
。

　

緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
委

員
会
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た

環
境
活
動
の
実
績
を
ベ
ー
ス

に
、
新
た
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

し
、
小
テ
ス
ト
の
解
答
と

ノ
ー
ト
画
像
の
提
出
に
よ
り

受
講
状
況
を
確
認
す
る
。

■
実
験
科
目

　

従
来
は
20
人
を
１
班
と

し
、
２
～
３
人
組
で
１
台
の

実
験
装
置
を
使
い
、
２
週
に

わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
た

（
写
真
３
）。
本
年
度
は
人
数

を
半
分
、
班
を
２
倍
に
し
、

最
初
の
週
を
説
明
動
画
で
の

予
習
に
充
て
、
実
験
レ
ポ
ー

ト
の
前
半
を
作
成
。
２
週
目

は
事
前
の
予
習
を
前
提
と
し

て
実
験
を
集
中
的

に
実
施（
写
真
４
）。

最
終
レ
ポ
ー
ト
は

電
子
デ
ー
タ
で
翌

週
提
出
し
、
添
削

を
受
け
る
。

◇　
　

◇

　

授
業
の
形
は
大

き
く
変
わ
っ
た
が
、

教
育
内
容
に
変
化

は
な
い
。
受
講
、

課
題
取
組
み
、
提

出
に
は
最
低
限
の

Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
が
必

要
だ
が
、
学
生
た

ち
は
苦
労
し
つ
つ

も
、
実
践
的
な
ス

キ
ル
向
上
を
果
た

し
て
い
る
。

写真1：板書 写真2：ノートを板書とした動画

写真3：20人1班での実験 写真4：人数を半分にした実験
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「
建
築
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
秋
学
期
に
お

い
て
も
学
生
が

大
学
を
訪
れ
る

機
会
は
例
年
よ

り
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
特
に

１
年
生
に
と
っ

て
は
教
員
や
先

輩
、
同
級
生
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
建
築
に

対
す
る
興
味
を

育
む
重
要
な
時

期
で
あ
る
。
こ

小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
た

出
張
科
学
教
室

駅
周
辺
の
活
性
化
を
目
指
す

暮
ら
し
の
編
集
学
校

平
成
30
年
間
の

工
作
機
械
製
品
・
技
術

１
年
生
が
教
員
、先
輩
と
交
流

建
築
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

高
校
生
が
研
究
室
を
訪
問

進
路
探
究
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

宮
代
町
の
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
た

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
を
後
援

　

東
武
動
物
公
園
駅
周
辺
地

域
に
お
け
る
㈱
良
品
計
画
の

社
内
研
修
「
暮
ら
し
の
編
集

学
校
」
の
最
終
発
表
会
が
11

月
６
日
、
本
学
多
目
的
講
義

　

第
12
回
「
親
子
で
サ
イ
エ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
日
本
工

業
大
学
」
が
10
月
24
日
、

キ
ョ
ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵
の
街

楽
習
館
（
栃
木
市
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
共
通
教
育
学
群
の

服
部
邦
彦
教
授
が
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
小
学
生
と
保
護

者
を
対
象
と
し
た
工
作
指
導

を
行
っ
た
。

　

例
年
こ
の
企
画
は
本
学
内

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
工
作

教
室
の
ほ
か
に
各
学
科
の
研

棟
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の

最
寄
駅
で
あ
る
同
駅
西
口
広

場
に
今
夏
、
無
印
良
品
と
東

武
ス
ト
ア
が
新
規
出
店
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に

両
社
社
員
の
ほ
か
東
武
鉄

道
、
宮
代
町
役
場
の
職
員
も

加
わ
り
、
３
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
駅
周
辺
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
た
新
事
業
に
関
す

る
企
画
提
案
を
行
っ
た
。

　

各
チ
ー
ム
は
地
域
の
調
査

を
行
い
、
問
題
点
を
整
理

究
室
訪
問
や
工
業
技
術
博
物

館
見
学
が
行
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
た
め
、
講
師
が
栃
木
市
に

出
張
す
る
形
で
実
施
さ
れ

た
。

　

今
回
の
サ
イ
エ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
に
は
約
20
組
の
小
学

生
親
子
が
参
加
し
た
。
服
部

教
授
の
指
導
の
も
と
、「
光

の
カ
ク
テ
ル
」
と
「
虹
を
見

る
箱
（
簡
易
分
光
器
）」
を

製
作
。
こ
の
光
を
テ
ー
マ
に

し
た
授
業
の
中
で
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

用
い
た
非
接
触
温
度

測
定
を
取
り
上
げ
、

実
機
に
よ
る
デ
モ
を

行
っ
た
。
こ
の
ほ
か

に
同
教
授
は
、「
真

空
砲
」
を
使
っ
た
実

験
シ
ョ
ー
を
披
露
し

小
学
生
た
ち
を
驚
か

せ
た
。

し
、
解
決
の
た
め
の
企
画
を

立
案
し
、
検
証
を
重
ね
て
ま

と
め
上
げ
た
。
企
画
の
中
に

は
駅
前
広
場
で
ヤ
ギ
を
飼
う

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ

ア
も
あ
り
、
建
築
学
科
竹
内

宏
俊
研
究
室
が
別
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
し
た
仮
設

山
羊
小
屋
を
利
用
す
る
と
い

う
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

長
の
佐
々
木
誠
教
授
（
建
築

学
科
）
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
地
域
連
携
の
立
場
か
ら
情

　

栃
木
県
立
小
山
高
等
学
校

の
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
進

路
探
究
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
10
月
～
11
月
に
本
学
で
実

施
さ
れ
、
３
日
間
あ
わ
せ
て

17
名
の
生
徒
が
参
加
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
高
校
科
目

の
一
つ
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
に
対
応
し
て
い
る
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
マ
ス
ク

の
着
用
、
こ
ま
め
な
消
毒
、

３
密
の
回
避
と
い
っ
た
感
染

防
止
対
策
に
十
分
配
慮
し
な

が
ら
行
わ
れ
た
。

　

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
所
在

す
る
宮
代
町
に
お
い
て
、

「
顔
の
見
え
る
地
産
地
消
の

食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り
」

活
動
の
一
環
と
し
て
、
同
町

で
収
穫
さ
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
実
施

さ
れ
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
主
催
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
協
会
」
の
理
事
で
も
あ
る

佐
藤
茂
夫
名
誉
教
授
（
も
の

づ
く
り
環
境
学
科
）
か
ら
の

　

工
業
技
術
博
物
館
主
催
の

第
26
回
特
別
展
・
記
念
講
演

会
が
、
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
平

成
時
代
30
年
間
の
工
作
機
械

技
術
を
振
り
返
る
」
の
第
２

弾
と
し
て
、
10
月
27
日
に
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
平
成
30
年
間
の
日
本
の

工
作
機
械
メ
ー
カ
各
社
の
製

品
・
技
術
を
振
り
返
る
」
で

あ
る
。

　

学
友
会
館
で
の
記
念
講
演

会
は
、
同
博
物
館
の
清
水
伸

は
、
参
加
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、本
学

で
も
昨
年
度
の
来
場
型
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
す
べ
て

中
止
さ
れ
る
な
ど
、高
校
生
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る
機
会

は
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い

報
提
供
等
の
支
援
を
行
っ

た
。
各
班
の
発
表
後
、
佐
々

木
教
授
は
講
評
と
し
て
「
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
政
、
地

域
住
民
、
企
業
、
本
学
が
連

携
し
な
が
ら
豊
か
な
暮
ら
し

を
作
り
上
げ
て
い
く
試
み
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の

在
り
方
を
提
案
す
る
モ
デ
ル

と
な
る
。
宮
代
町
と
杉
戸
町

の
連
携
に
繋
が
る
提
案
を
い

た
だ
い
た
３
班
の
皆
さ
ん
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

参
加
生
徒
た
ち
は
朝
９
時

過
ぎ
に
入
試
室
担
当
者
か
ら

本
学
に
関
す
る
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
各
々
が
希
望
す
る

研
究
室
を
訪
問
。
午
前
中
は

担
当
教
員
か
ら
学
部
・
学
科

の
紹
介
や
研
究
内
容
の
説
明

を
受
け
、
午
後
か
ら
実
験
や

実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　

今
回
は
６
名
の
教
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
魅

力
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
た

（
左
表
）。
大
学
教
員
か
ら
直

接
指
導
が
受
け
ら
れ
た
こ
と

協
力
要
請
に
応
じ
て
本
学
が

後
援
を
行
い
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
の
小
林
桂
子
准
教

授
が
応
募
作
品
の
審
査
を
担

当
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
２
点
、
優
秀
賞
６
点

が
選
ば
れ
た
。

二
館
長
の
司
会
・
進
行
の
も

と
に
開
会
さ
れ
た
。
先
ず
、

花
木
義
麿
後
援
会
会
長

（
オ
ー
ク
マ
㈱
代
表
取
締
役

会
長
）
と
、
本
学
の
柳
澤
章

理
事
長
が
挨
拶
。
そ
の
後
、

同
博
物
館
の
丹
治
明
講
師
か

ら
「
平
成
30
年
間
に
お
け
る

日
本
の
工
作
機
械
技
術
の
変

遷
と
そ
の
動
向
分
析
」
と
題

し
て
講
演
が
な
さ
れ
た
。
特

別
展
に
参
加
し
た
22
社
の

デ
ー
タ
の
詳
細
な
分
析
を
基

に
、
日
本
の
工
作
機
械
産
業

が
平
成
30
年
間
に
目
指
し
た

技
術
目
的
・
目
標
の
体
系
的

な
整
理
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

を
実
現
し
た
要
素
技
術
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
た
。
日
本
の

工
作
機
械
産
業
の
技
術
動
向

を
共
通
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

整
理
し
た
、
平
成
時
代
の
貴

重
な
工
作
機
械
技
術
史
に
な

る
と
、
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　

特
別
展
は
、

同
博
物
館
２
階

の
特
別
展
会
場

に
て
開
催
さ

れ
、
22
社
の
平

成
30
年
間
の
製

品
と
技
術
の
変

遷
が
パ
ネ
ル
展

示
さ
れ
た
。
基

本
的
な
共
通

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
見
や
す
い
と
好

評
で
あ
っ
た
。
当
日
は
、
万

全
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
も

と
に
実
施
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
も
拘
ら
ず
64
名
の
参
加
が

あ
り
、
無
事
終
了
し
た
。
な

お
、
本
特
別
展
は
３
月
末
ま

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

11
月
11
日
と
18
日
の
２
日

に
わ
た
り
、
建
築
学
科
に
お

い
て
１
年
生
を
対
象
と
し
た

る
。
今
後
も
本
学
に
興
味
の

あ
る
高
校
生
た
ち
に
大
学
の

授
業
や
学
生
生
活
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な

が
ら
、可
能
な
限
り
キ
ャ
ン
パ

ス
訪
問
の
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

講評を行う佐々木教授

佐野教授は顕微鏡の使い方を指導 画像認識を解説する新井教授

最優秀賞「カボチャファミリーの集い」

親子で簡易分光器を制作

工
業
技
術
博
物
館
記
念
講
演
会

工作機械技術をテーマに講演する丹治講師

1年生はオンライン、オフラインで参加した

う
し
た
状
況
を
憂
慮
し
た
生

活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
４
年

の
学
生
が
発
起
人
と
な
り

「
多
く
の
先
輩
や
先
生
か
ら

建
築
に
対
す
る
魅
力
を
与
え

ら
れ
た
体
験
を
後
輩
た
ち
に

も
伝
え
た
い
」
と
の
想
い
で

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
、
開
催
さ

れ
た
。

　

両
日
と
も
授
業
終
了
後
の

18
時
過
ぎ
に
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
実
験
棟
（
ｗ
２
棟
）
１

階
の
ロ
ビ
ー
に
参
加
者
が
集

合
。
建
築
家
で
あ
る
非
常
勤

講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
40
分
に
わ

た
っ
て
自
分
の
作
品
を
大
型

モ
ニ
タ
に
映
し
な
が
ら
建
築

の
魅
力
を
解
説
し
た
。
参
加

し
た
１
年
生
は
大
階
段
に
座

り
、
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
た
。
一
部
の
学
生
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

　11月2日、第15回ビジネスプランコンテス
トが学友会館ホールにて開催され、全375件
の応募の中からファイナリストに選ばれた9
組がプレゼンテーションを行った。グランプ
リとなる学長賞にはロボティクス学科3年蛭
間疾風さんの『マーケットプレイスを使った
医療福祉機器のリユース販売』が選ばれた。
観覧者からの投票結果で決定する「オーディ

エンス賞」は、機械工学科3年小平健太郎
さんのプラン『VRによるスキー場の下見お
よび観光案内システム』が選ばれた。
　当日は高齢化やSDGs、ウィズコロナ時代
等の社会課題を解決するプランが多く、感染
対策として100名の人数制限下ではあった
が、学内外の観客は学生の熱のこもった発
表を興味深く聞いていた。

社会問題解決のプランが多数入賞
ビジネスプランコンテスト

賞 受賞者名 プラン名
学長賞 蛭間　疾風 マーケットプレイスを使った医療福祉機器のリユース販売

NITEC埼玉産学交流会賞 石橋　拓真
奈良　勇輝 Tapetum Eye Tracking System

川口信用金庫賞・オーディエンス賞 小平　健太郎 VRによるスキー場の下見及び観光案内システム
宮代町長賞 西井　あずさ 子どもに関わる『つなげる・つながる』を支援する事業
杉戸町長賞 野口　実由花 高齢者向けの「キャリア活用・趣味開拓の場」を提供するサービス

審査員特別賞 小笠原　来人 あなたの思い出を形に世代を超える次世代カードゲーム
産学連携起業教育センター長賞 荻　真央 LGBTのフォーマルウェア

優秀賞
高橋　恒洋 建築村を作ろう！
佐々木　優 全てのBarと居酒屋を救って繋げ！オンラインBar！

奨励賞

高野　航希 建築士資格をより身近なものにし、未来の建築士を増やそう‼
海老澤　秀斗 スマホアプリで商店街改革 ver.コロナ改革
池田　至恩 個人塾のオンライン授業の支援アプリ
上原　俊介 ライブハウス体験型WEBサイト
小瀧　真 SNSを活用して共同購入をしたい人同士をつなげるサービス及び次世代型サブスクリプションサービス
佐藤　匠 人の「価値観」や「考え方」を共有する新しいSNSアプリケーション
吉田　伊織 学生のキャリア育成と就活をリンクさせる就活支援システム
齋藤　佑太 試験片から材料モデルまで　材料モデル構築事業
堀　圭佑 テスト特化型のプレス業界マッチングサービス

努力賞
辻　天羽 リモートワーカーの部屋に革命を
齋藤　圭壱 学生同士だけの質問板

実施日 学科／担当教員 テーマ

10月20日
建築学科／三坂育正教授 暑さ対策の基本と暑熱環境に適

応したまちづくり

ロボティクス学科／秋元俊成准教授 ロボットを使って絵を描こう

10月26日 機械工学科／竹内貞雄教授 多結晶ダイヤモンドを合成して
観察しよう

11月16日

電気電子通信工学科／大田健紘助教 音の分析・合成

応用化学科／佐野健一教授 見えないものを見る科学

情報メディア工学科／新井啓之教授 画像認識

学長賞を受賞した蛭間さん 成田学長がトロフィーを授与 スキーウェアでプレゼンした小平さん
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宮
代
の
美
味
い
も
の

は
、「
新
し
い
村
」で

宮代町
だより

227号

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、「
新
し
い

村
」
を
利
用
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
山
崎
山
の

自
然
に
囲
ま
れ
た
「
新
し

い
村
」
で
は
町
内
産
の
獲

れ
た
て
野
菜
や
お
菓
子
、

パ
ン
や
お
惣
菜
な
ど
が
人

気
！
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
や
カ
フ
ェ
も
あ
る
の

で
買
い
物
や
散
歩
の
つ
い

で
に
休
憩
も
で
き
ま
す
。

　
「
農
の
家
」
で
は
、
料

理
教
室
や
ハ
ー
ブ
園
の

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
講
座
、

収
穫
体
験
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
ま
す
。

　

自
然
豊
か
で
心
や
す
ら

ぐ
「
新
し
い
村
」。
ミ
ヤ

シ
ロ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
み

な
さ
ん
も
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
♪

静
電
気
学
会

著
作
賞
を
受
賞

日
本
鉄
鋼
協
会

奨
励
賞
を
受
賞

夏
の
思
い
出
を
英
語
で
表
現

絵
葉
書
コ
ン
テ
ス
ト

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

技
術
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演

Ｖ
Ｒ
で
再
現
し
た
太
陽
の
塔

岡
本
太
郎
美
術
館
で
公
開

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

本
学
を
会
場
に
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
拡
充

米
国
電
気
電
子
学
会

最
優
秀
論
文
賞
を
受
賞

　

機
械
工
学
科
の
桑
原
拓
也

准
教
授
が
９
月
24
日
、
静
電

　

環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
博
士
前
期
課
程
２
年
（
内

田
研
究
室
）
の
渡
邊
知
穂
さ

ん
が
10
月
13
日
、
日
本
鉄
鋼

協
会
主
催
の
第
１
８
０
回
秋

季
講
演
大
会
学
生
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
論
文

名
は
「
高
温
多
相
平
衡
リ
ン

酸
含
有
ス
ラ
グ
中
の
Ｐ
（
リ

ン
）
バ
ラ
ン
ス
」。

　

日
本
は
肥
料
や
化
学
産
業

に
必
要
な
リ
ン
原
料
の
全
量

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。

リ
ン
を
含
み
国
内
で
の
発
生

量
が
多
い
鉄
鋼
ス
ラ
グ
（
※

１
）
と
下
水
ス
ラ
ッ
ジ
（
※

　

英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
が
８

月
12
日
～
９
月
28
日
に
英
語

学
修
イ
ベ
ン
ト
「
残
暑
お
見

　

建
築
学
科
の
三
坂
育
正
教

授
が
11
月
11
日
、
大
阪
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

技
術
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」
で
講

演
し
た
。
参
加
無
料
の
ウ
ェ

　

情
報
工
学
科
、
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
の
学
生
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
Ⅴ
Ｒ
動

　

令
和
３
年
度
大
学
入
学
者

選
抜
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に

代
わ
り
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
本
学

　

本
学
の
メ
イ
ン
食
堂
で
あ

る
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
は

今
春
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

応
急
的
対
策
と
し
て
段
ボ
ー

ル
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
今
後
も
長

期
に
わ
た
る
対
策
が
必
要
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
11

月
、
ア
ク
リ
ル
板
の
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
刷
新
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
券
売
機
や

配
膳
エ
リ
ア
に
お
け
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確

保
、
入
り
口
で
の
ア
ル
コ
ー

　

期
間
中
、
岡
本
太
郎
美
術

館
で
は
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

で
映
像
と
し
て
公
開
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は

「
３
６
０
度
動
画
」
と
し
て

も
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
３
６
０
度
動
画
や
美

術
館
会
場
で
の
映
像
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

気
学
会
主
催
の
第
44
回
静
電

気
学
会
全
国
大
会
に
お
い
て

著
作
賞
を
受

賞
し
た
。
受

賞
書
籍
名
は

「
船
舶
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
の
排
ガ
ス

処
理
の
新
技

２
）
は
リ
ン
酸
濃
度
が
高

く
、
未
利
用
リ
ン
源
と
し
て

有
望
で
あ
る
。
本
研
究
で
は

両
者
を
混
合
し
て
１
３
０
０

度
の
高
温
に
加
熱
し
同
時
に

リ
ン
回
収
す
る
こ
と
を
想
起

し
、
リ
ン
の
分
離
回
収
に
適

し
た
条
件
を
得
た
。
リ
ン
源

と
し
て
抽
出
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
日
本
の
リ
ン
資
源

問
題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

渡
邊
さ
ん
は
「
国
内
リ
ン
資

源
に
関
す
る
研
究
の
認
知
度

向
上
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

※
１　

製
鉄
の
工
程

に
お
い
て
発
生
す
る

副
産
物

※
２　

下
水
処
理
場

や
各
種
工
場
な
ど
で

発
生
す
る
汚
泥

舞
い
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
た
。

　

本
学
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
多
く
の
授
業
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
。
学

生
た
ち
は
日
々
の
生
活
が
制

限
さ
れ
、
夏
休
み
も
自
由
に

謳
歌
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
こ
う
し
た

ブ
セ
ミ
ナ
ー
で
、
テ
ー
マ
は

「
暑
熱
環
境
に
適
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」。

　

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
進
行
で
懸

念
さ
れ
る
高
温
化
社
会
に
向

け
て
、
今
後
の
暑
熱
環
境
に

適
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
在

画
「
蘇
る
!!
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
太
陽
の
塔
Ｖ
ｅ
ｒ

３
」
が
11
月
21
日
か
ら
１
月

24
日
に
か
け
て
、
岡
本
太
郎

美
術
館
（
神
奈
川
県
川
崎

市
）
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

Ⅴ
Ｒ
動
画
は
ゴ
ー
グ
ル
を

装
着
し
た
視
聴
者
が
自
由
に

視
点
を
変
え
な
が
ら
仮
想
現

実
の
世
界
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
一
昨

年
夏
に
同
美
術

館
か
ら
の
依
頼

で
制
作
さ
れ
た

作
品
「
Ｖ
ｅ
ｒ

２
」
が
大
変
好

評
で
あ
っ
た
た

め
、
昨
年
も
依

頼
を
受
け
て

「
Ｖ
ｅ
ｒ
３
」

が
制
作
さ
れ

た
。

　

Ｖ
ｅ
ｒ
３
は
、
70
年
大
阪

万
博
当
時
の
「
太
陽
の
塔
の

外
観
」「
塔
内
部
の
生
命
の

樹
」
に
加
え
て
、
太
陽
の
塔

の
大
き
な
「
巨
大
地
下
空

間
」
も
再
現
。「
い
の
ち
」

「
ひ
と
」「
い
の
り
」
の
３
つ

の
部
屋
を
持
つ
空
間
で
、
岡

本
太
郎
の
壮
大
な
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
具
現
化
さ
れ

て
い
る
。
大
山
研
究
室
４
年

生
の
鶴
水
幹
也
さ
ん
、
高
橋

要
さ
ん
、
戸
塚
宏
康
さ
ん
が

卒
業
研
究
と
し
て
取
り
組

み
、
鮮
や
か
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
制

作
。
全
編
に
同
美
術
館
学
芸

員
の
大
杉
浩
司
氏
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
音
楽
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

は
、
当
該
テ
ス
ト
実
施
日
１

月
16
日
・
17
日
の
試
験
会
場

と
な
っ
て
お
り
、
前
日
15
日

か
ら
当
日
に
か
け
て
、
関
係

者
以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

立
入
り
が
制
限
さ
れ
る
。
新

ル
消
毒
な
ど
の
徹
底
が
図
ら

れ
て
い
る
。
併
せ
て
食
事
中

以
外
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

食
事
中
は
会
話
を
控
え
る
よ

う
、
随
時
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
秋
学
期
以
降
、
非
接

触
の
据
置
型
検
温
器
が
多
数

導
入
さ
れ
、
各
施
設
の
入
り

口
な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

【
退
職
】（
12
月
31
日
付
）

◆
岩
佐
勝
嘱
託
職
員
（
就
職

支
援
課
）

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
対
策
に
万
全
を
期

し
、
受
験
生
を
迎
え
る
体
制

を
整
え
る
。

　

な
お
、
本
学
で
は
同
試
験

の
得
点
を
合
否
判
定
に
利
用

す
る
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

を
実
施
す
る
（
日
程
は
１
面

下
部
の
表
参
照
）。
成
績
優

秀
者
に
は
、
入
試
奨
学
金
20

万
円
が
給
付
さ
れ
る
。
募
集

要
項
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
に
つ
い
て
は
本
学
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

状
況
の
中
、
学
生
た
ち
に
楽

し
み
な
が
ら
英
語
学
修
の
機

会
を
提
供
し
よ
う
と
企
画
さ

れ
た
。

　

参
加
学
生
は
、
こ
の
夏
の

出
来
事
を
英
語
で
記
し
、
写

真
や
絵
を
添
え
て
残
暑
お
見

舞
い
カ
ー
ド
を
制
作
し
た
。

応
募
作
品
は
、
ど
れ
も
各
学

生
の
個
性
や
英
語
学
修
の
努

力
が
伝
わ
る
力
作
揃
い
で

あ
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は

特
に
季
節
感
の
あ
る
優
れ
た

作
品
を
選
び
、
10
月
22
日
の

授
賞
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て

表
彰
を
行
っ
た
。

り
方
に
つ
い
て
、
効
果
評
価

手
法
や
地
域
資
源
活
用
の
視

点
な
ど
、
様
々
な
話
題
を
提

供
し
た
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の

勝
間
田
仁
教
授
（
受
賞
時
は

准
教
授
）
が
９
月
12
日
、
米

国
電
気
電
子
学
会
（
Ⅰ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
）
の
知
能
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
国
際
会
議
に
お
い
て
最

優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。

受
賞
論
文
名
は
「
複
数
の
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し

術
」。

　

近
年
、
環
境
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し

て
、
自
動
車
や
船
舶
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
に
よ
る

有
害
物
質
が
大
気
汚
染
の
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
自
動
車

の
規
制
に
続
き
、
船
舶
に
対

し
て
も
国
際
的
な
規
制
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の

燃
料
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が

高
い
上
、
大
き
な
ト
ル
ク
が

た
個
人
適
応
型
学
習
環
境
」。

　

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
、
様
々
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で
き
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
携
帯
型
端
末
を

指
す
。
現
代
社
会
に
お
い

て
、
今
や
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
機
器
で
あ
る
。
様
々

な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
は

進
化
し
、
本
研
究
は
そ
の
中

で
も
学
習
支
援
の
シ
ス
テ
ム

に
着
目
し
て
い
る
。

得
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
、
広

く
普
及
し
て
い
る
。
有
害
物

質
の
排
出
を
制
御
で
き
れ
ば

理
想
的
な
原
動
機
と
な
る
。

　

著
書
で
は
、
船
舶
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
排
ガ
ス
浄

化
に
関
し
、
そ
の
原
理
・
方

法
を
網
羅
的
に
ま
と
め
て
解

説
。
新
技
術
も
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
船
舶
排
ガ
ス
浄

化
の
現
状
分
析
や
規
制
強
化

に
向
け
た
開
発
課
題
や
目
標

な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

本
研
究
で
は
、
複
数
の
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し

て
個
人
に
適
し
た
学
習
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
シ
ス

テ
ム
の
実
現
方
法
を
提
案
し

て
い
る
。
特
に
リ
ス
ト
バ
ン

ド
型
、
メ
ガ
ネ
型
の
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
が
普
及
す
る
近

未
来
の
学
習
環
境
を
想
定
し

て
お
り
、
実
現
す
べ
き
設
計

課
題
を
試
作
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
試
用
実
験
の
結
果
か
ら
検

証
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

最優秀賞：北沢さんの作品

ダイニングホール入口の非接触検温器ダイニングホールのアクリル製パーティション

感染防止対策を徹底（イメージ）

太陽の塔内部　地下空間の再現「ひとの空間」

太陽の塔　外観

人
事
異
動

　機械システム工学専攻の阿部航大さんが10月11日、地域密着
型プロロードレースチームとして活躍している「さいたまディ
レーブ」の一員として、Jプロツアー第14戦経済産業大臣旗ロー
ドチャンピオンシップに参戦した。
　今回のレースは、180キロという長丁場でありながら最終周回
まで阿部さんが粘り、チーム最高の19位という好成績を残した。
今後の阿部航大さんの活躍が期待される。

自転車ロードレースのプロツアー
経産大臣旗ロードチャンピオンシップに参戦

(c):Tatsuya.Sakamoto/STUDIO NOUTIS. (c):Tatsuya.Sakamoto/STUDIO NOUTIS.


